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購 読 要 項(1986年1月 改前)

1.発 行は毎月,年12回 とし,年 間購読者を会員とする.

2.会 員は年間予約購読料8,000円(送 料とも)を 前納する.払 込みは振替に限る.口 座番号 京都5-4772番

泌尿器科紀要編集部宛.

3.入 会は氏名,住 所を記入の うえ編集部宛,は がきにて申し込めば所定の用紙を送付します.

投 稿 規 定(1989年3月 改訂)

1.投 稿=連 名 者 を 含 め て 会 員 に 限 る.

2.原 稿3泌 尿 器 科 学 領 域 の全 般 にわ た り,総 説,原 著,症 例 報 告,臨 床 統 計,そ のほ か で 英文 また は 和 文 とす

る.原 著,症 例 報 告,臨 床統 計 な どは,他 の雑 誌 に発 表 され た こ とのな い 内 容 で な くて は な らな い .

(1)総 説,原 著論 文,臨 床 統 計,そ の ほ か の 普 通論 文 の長 さはt原 則 と して,刷 り上 が り本 文5頁(400字 ×

20枚)ま で とす る・

(2)症 例 報 告 の 長 さは,原 則 と して,刷 り上 が り本 文3頁(400字 ×12枚)ま で とす る.

(3)和 文 原 稿 は で きる だけ ワー プ ロを 使 用 し,B5版 用 紙 に20字x20行,横 書 き とす る.年 号 は 西暦 とす る.

文 中欧 米 語 の 固 有 名詞 は大 文 字 で,普 通 名 詞 は 小文 字 で始 め(た だ し,文 節 の 始 め に来 る場 合 は 大文 字),

タ イ ブで 明瞭 に記 載 す る.

④ 原稿 の表 紙 に 標 題,所 属 機 関 名,主 任 名(教 授,部 長,院 長,科 長,医 長 な ど),著 者 名 の 順 に和 文 で記

載す る.筆 頭 者 名 と,2語 以 内 のrunningtitleを 付 記 す る.

例;山 田,ほ か:前 立 腺 癌 ・PSAP

(ロ)英 文 抄 録=和 文 の表 紙,本 文 とは 別 に標 題 著 者 名,所 属 機 関 名,5語(英 文)以 内 のKeywords,

抄 録 本 文 の 順 にB5版 ダブ ル ス ベ ー スで タイ ブ し,別 にそ の 和 訳 を つ け る,ワ ー プ ロ原 稿 可.

(4)英 文 原 稿 はA4版 原 稿用 紙 に ダ ブ ル スベ ー スで タ イ プ し,原 稿 の 表紙 に標 題 著 者 名,所 属機 関 名,key

words(和 文 に準 ず),runningtitle(和 文に 準 ず)の 順 に タイ プ し,別 に 標 題,著 者 名,所 属 機 関 名,主 任

名,抄 録 本 文 の 順 に記 した和 文 を 付 記 す る.

(5)図(Fig.),表(Table)は 必 要 最小 限 に とどめ,普 通 論 文 で は 図10枚,表10枚 まで,症 例報 告 で は 図5

枚,表3枚 ま で とす る.

図,表,写 真 な どは そ れ ぞ れ 台紙 に 貼付 し,そ れ らに 対 す る説 明文 は 別 紙 に 一 括 して一 覧 表 に す る.説 明

文 は 英文 を 原則 とす る,原 稿 右 欄 外 に 挿入 さ るぺ き位 置 を 明 示す る 、写 真 は ト リ ミン グ し,図 ・表 は誤 りの

な い こ と を十 分 確 認 の うえ,ト レース して紙 焼 した もの が 望 ま しい(コ ピー不 可).様 式 に つ い て は 本誌 の

図 ・表 を 参 照 す る.写 真 は 明 瞭 な もの に限 り,必 要 な ら矢 印(直 接 写 真 に 貼 付)な どを 入 れ,わ か りや す く

す る.

(6)引 用 文 献 は 必要 最 小 限 に と どめ,引 用 箇 所 を 本 文 の文 脈 順に 入 れ る(ア ル フ ァベ ッ ト順 不 可).そ の数 は

30ま で とす る.

例:山 田1・S・7》,田中 ら8・11-ls)に よる と …

雑 誌 の場 合一 著者 名(全 員)=標 題 雑 誌 名 巻=最 初 頁 一最 終 頁,発 行 年

例 置)FinneyRP,sharpeJRandsadlowskiRw:Finneyhingedpenilelmplant:experience

with100cases.JUro!124:205-207,1980

例2)竹 内秀 雄,上 田 眞,野 々村光 生,飛 田収 一,大 石 賢 二,東 義 人,岡 田裕 作,川 村 寿 一,吉 田

修:経 皮 的 腎 砕 石 術(PNL)お よび 経 尿道 的 尿 管 砕 石 術(TUL)に み ら れ る発 熱 につ いて.泌 尿

紀 要33=1357-・1363,1987

単 行 本 の場 合 一 著 老 名(全 員):標 題.書 名,編 集 者 名,版 数,巻 数,引 用 頁,発 行所,出 版 地,発 行 年

例3)RobertsonWG,KnowlesFandPeacockM=Urinarymucopolysaccharldeinhibitorsof

calciumoxalatecrystallization.In:UrolithiasisResearch.EditedbyFleischH,Robertson

WG,SmithLHandVahlensieckW・1sted・,PP.331-334,PlenumPress,London,i976
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例4)大 保亮一:腫 瘍病理学.ベ ッドサイ ド泌尿器科学,診 断 ・治療編・吉田 修編・第1版 ・PP・259-

301,南 江堂,東 京,1986

(7)原 稿は,オ リジナル1部 とコピー2部(図,写 真は3部 ともオ リジナル)を 書留で送付する・万一""tlこそな

えて,コ ピーを手元に控えておくこと.

(原稿送付先)

〒606京 都市左京区聖護院山王町18

メタボ岡崎301号

泌尿器科紀要刊行会宛

(8)論 文の採否:論 文の採否はEditorialboardの メンバーによる査読審査の結果に従い決定され る.

(9)論 文の訂正:査 読審査の結果原稿の訂正を求められた場合は,40日 以内に・訂正 された原稿に訂jL点 を明

示 した手紙をつけて,編 集部宛送付すること.な お,Editorの 責任において多少字句の訂正をすることが

ある.

⑩ 校正は著者による責任校正とする.著 者複数の場合は校正責任者を投稿時指定する.

UP投 稿にあたっては,本 誌を十分参考にして体裁を守ること.

3.掲 載

(1)論 文の掲載は採用順を原則とする.

迅速掲載には迅速掲載料を要する.5頁 以内は30,000円,6頁 以上は1頁 毎に10,000円 を加算したものを

申し受ける.

(2)掲 載料は1頁 につき和文は5,500円,英 文は6,500円,超 過頁は1頁 につき7,000円,写 真代,凸 版,ト レ

ース代,別 冊,送 料などは別に実費を申し受ける.

(3)薬 剤の効果,測 定試薬の成績,治 療器械の使用などに関する研究論文(治 験論文)に ついては,掲 載料を別

途に申し受ける.

4.別 冊:実 費負担とし,著 者校正時に部数を指定する.

InfbrmationfbrAuthorsSubmittingPapers量nEnglish

1.Manuscrips,tablesandfiguresmustbesubmittedinthreecopies.Manu5criptsshouldbc

typeddouble-spacedwithwidcmarginson8.5byIIinchpaper.ThetextQfallregular

manuscriptsshQuldnotexceed12typewrittenpages,andthatofacascreport6pagcs.The

abstractshouldnotexceed250wordsandshouldcontainnQabbreviations.

2.The丘rstpageshouldcQntainthetitle,fullnamcsandafiliationsoftheauthors,thedirector's

name,keywords(1essthan5words),andarunningtitleconsistingof出e6rstauthorandtwo

words.

e.g,:Yamada,eta1.乙Prostaticcancer・PSAP

3.The!istofreferencesshouldincludeonlythosepublicationswh…charecited董nthetext.

Refヒrence8shouldnotexceed30readi!yavailablecitations.Referenceshouldbeintheformof

supcrscriptnumeralsandshouldnotbearrangedalphabetically.

4.Thetitle,thenamesandaMliationsoftheauthors,thedlrector,sname,andanabstract

3hou量dbcprovidedinJapanese.

5.Forfurtherdetali3refertoarecentjournaL
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